






要約：第 12回川崎病全国調査に基づき、臨床像、短期予後に関して、確実 A、確実 B、容

疑の 3群比較を行った。全患者 11221例中、確実 Aは 86.5%、確実 Bは 3.4%、容疑は 9.8%

を占めた。確実 Bおよび容疑の特徴としては乳児期の発症が多く、病院受診が遅れ、その

結果、ガンマグロブリンの投与が遅い。またこの 2群はガンマグロブリンの投与される頻

度も低く、投与量も少なかった。確実Bの心後遺症を有する率は勿論高いが、その中で巨

大瘤の頻度は少なかった。従ってこれら 2群の予後は典型例に比較して良いが、確実 Bは

勿論、容疑においても心後遺症が見られることにより、早期診断、積極的治療が必要と思

われる。


